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推
計
に
よ
る
と
、
赤
穂

市
の
生
産
額
は
、
第
１
次

産
業
（
農
業
、
林
業
、
水

産
業
）
２３
億
１
７
０
０
万

円
（
前
年
度
比
１９
・
４
％

減
）
と
輸
入
関
税
１６
億
１

０
０
万
円（
１６
・
９
％
減
）

が
減
少
し
た
一
方
、
第
２

次
産
業
（
製
造
業
、
建
設

業
な
ど
）
１
２
５
９
億
８

０
０
０
万
円
（
２
・
１
％

増
）
と
第
３
次
産
業
（
卸

売
・
小
売
業
、
宿
泊
・
飲

食
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
）
１

３
３
６
億
７
４
０
０
万
円

（
０
・
８
％
増
）
は
増
加

し
、
ト
ー
タ
ル
で
は
２７
億

６
５
０
０
万
円
増
え
、
２

年
ぶ
り
の
増
。

　

県
全
体
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
２２

兆
１
９
５
２
億
円
（
０
・

２
％
増
）。西
播
磨
地
域
は

１
兆
９
０
５
億
円
（
０
・

８
％
減
）で
、同
地
域
の
４

市
３
町
で
赤
穂
市
だ
け
が

プ
ラ
ス
成
長
と
な
っ
た
。

　

兵
庫
県
が
こ
の
ほ
ど
公

表
し
た
２
０
１
９
年
度
市

町
民
経
済
計
算
で
、
赤
穂

市
の
市
内
総
生
産
（
名
目

Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
推
計
２
６
３

５
億
７
２
０
０
万
円
と
な

り
、
前
年
度
か
ら
１
・
１

％
増
加
し
た
。
一
人
当
た

り
所
得
は
２
７
９
万
４
０

０
０
円
で
、
１
・
０
％
減

少
し
た
。

　

市
町
民
経
済
計
算
は
県

下
全
体
の
総
生
産
を
一
定

の
方
法
で
市
町
別
に
按
分

し
て
算
出
し
た
推
計
デ
ー

タ
。

第２４５２号　　２０２２年（令和 ４年）２月２６日

赤
穂
市
の
１９
年
度
Ｇ
Ｄ
Ｐ

２
年
ぶ
り
プ
ラ
ス
成
長

西
播
磨
で
は
唯
一
の
増
加

牟
礼
市
長
が
施
政
方
針
表
明

「
前
例
と
ら
わ
れ
ず
発
想

「
前
例
と
ら
わ
れ
ず
発
想
」」

ス
ピ
ー
ド
感
も
っ
て
対
応

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

選挙公報に記載された施策に関し、２０２２年度施政方針で述べられた内容
◆市民に安心な医療体制（市民病院の専門医確保等）
○病院事業については、赤穂市民病院経営検討委員会の提言を受け十分に考慮しました結果、
経営形態については、引き続き現行どおり地方公営企業法の全部適用での運営を継続してまい
ります。今後については、地域医療機関との連携強化等による収入の確保や経費の削減による
費用の抑制などに努め、提言のあった経営改善策について、できるところから積極的に取り組
むとともに、引き続き新型コロナウイルス感染症病床の的確な運営をはじめ、公立病院として
安全・安心な医療を提供できるよう病院職員一丸となってその役割を十分に果たすべく対応し
てまいります。また、一般会計からもできる限りの支援を行ってまいりたいと考えておりま
す。

◆コミュニティバスの増設・新設
○地域公共交通計画の策定については、本市における公共交通のマスタープランとして、持続
可能な地域旅客運送サービスの在り方を明らかにし、その実現に向けた課題を解決するため、
公共交通事業者、関係機関や住民等で組織する協議会を設置し、協議を進めてまいります。
○市内循環バス「ゆらのすけ」及びデマンドタクシー「うね・のり愛号」の運行については、
地域の皆様の意見等を踏まえ、新たな停留所の設置や運行時間の拡充を図るとともに、東備西
播定住自立圏形成推進協議会圏域バス「ていじゅうろう」や路線バス及びタクシー事業者と連
携しながら、引き続き公共交通としての利便性向上に努めてまいります。

◆障がい者雇用の支援
○障がい者福祉については、障がいの有無に関わらず尊重しあえる共生社会の実現のため、障
がいに対する理解を深め、障がいのある人が住み慣れた地域で暮らすことができるよう、引き
続き地域生活支援事業として相談支援事業、意思疎通支援事業や手話奉仕員養成研修事業など
を実施してまいります。

◆子育て支援の充実（学校給食無償化等）
○子ども・子育て家庭の支援については、児童虐待をはじめ子どもを取り巻く様々な課題に対
応するため、引き続き子ども家庭総合支援拠点運営事業として子ども家庭支援員を配置し、子
どもや子育て家庭に寄り添った相談・支援業務を実施します。また、ヤングケアラーの実態や
現状についての共通認識と理解を深めるための研修会や啓発活動を行い、今後の支援体制の確
立につなげてまいります。
○子育て環境のＰＲについては、あこう子育てアンバサダーとともに子育てフェスタを開催す
るなど、子育て支援情報の発信・ＰＲに努め、地域全体で子育てを支援する気運を醸成してま
いります。
○子育て世帯の経済的負担を軽減するため、学校給食費については、コロナ禍において、食材
費の高騰による給食費単価の改定分を補填する食材費支援と、引き続き第３子以降を対象に幼
稚園児及び小・中学校生の無償化を実施してまいります。また、保育所の待機児童について
は、積極的な保育士の確保により、３歳児保育の充実に努めるなど、その解消を図ってまいり
ます。

◆産業基盤の整備・産業誘致、地元産業の活性化
○地域産業の振興と就労環境の充実については、工場立地促進条例に基づく奨励金の周知を図
り、立地企業への設備投資を促進するとともに、市内への企業誘致や留置につなげてまいりま
す。また、赤穂ふるさとづくり寄付金については、地場産品の返礼品を充実させ、地域経済の
活性化につなげるとともに、本市の魅力発信により更なる寄付金の増収を図ってまいります。

◆農業、漁業の振興
○新規就農者や認定農業者等の担い手確保に引き続き取り組むほか、生産者、赤穂市漁業協同
組合、ＪＡ兵庫西等の関係機関と連携しながら、牡蠣、ミカン等の地場産品についてブランド
価値の保護及び新規ブランド化の推進に取り組むとともに、引き続き農業用施設の防災減災対
策などを実施してまいります。また、田端・上浜市地区のほ場整備事業の事業化の基礎資料と
なる調査を行ってまいります。

◆交流人口の増加による観光振興
○昨年設立された赤穂版ＤＭＯ「一般社団法人あこう魅力発信基地」と連携し、官民が一体と
なって本市の持つ多彩な魅力を積極的に発信し交流人口の拡大につなげてまいります。
○スポーツの振興と交流人口の拡大を図るため、全国各地から選手が参加する赤穂シティマラ
ソン大会や忠臣蔵旗少年剣道大会などを引き続き支援するほか、赤穂義士杯青少年柔道大会、
市長旗争奪少年野球大会や各種県民大会などの広域大会の開催を通じて、スポーツによる元気
なまちづくりを推進し、全国に忠臣蔵のふるさと播州赤穂を発信して、地域経済の活性化につ
なげてまいります。

◆区画整理事業の早期完成
○有年地区、野中・砂子地区及び浜市地区において、保留地の販売や区画道路築造工事などに
取り組むとともに、野中・砂子地区に隣接する宅地の有効活用を図るための隣接道路を整備し
てまいります。

◆男女共同参画の推進（女性活躍の場づくり）
○社会のあらゆる分野で男女が対等に参画できる機会を確保し、ともに責任を分かち合
う社会づくりを目指してまいります。

◆清らかな千種川水系を守ります！
○市民の生命の源である清流千種川を将来にわたり守っていくとともに、豊かな自然環
境を保全するため、引き続き大気や水質等に関する環境調査を実施してまいります。

◆南海トラフ地震対策等、安全安心なまちづくり
○近年、自然災害が激甚化・頻発化する中、更なる防災・減災対策が求められており、
県と連携して防災対策に取り組むとともに、災害時における行動力の向上を目指して、
引き続き地域の皆様を中心とした自主防災組織による防災総合訓練などを実施してまい
ります。
○里山防災林整備事業として、倒木や崩落などの危険性が高い集落裏山の危険木除去や
簡易な施設整備などを実施する自治会等の保全活動を支援してまいります。

◆産廃処分場建設計画に反対
○市内の産業廃棄物最終処分場建設計画については、反対の立場でその動向の把握に努
め、議会をはじめ関係自治体、産業廃棄物最終処分場建設反対赤穂市民の会等と連携
し、適切に対応してまいります。
○福浦地区の採石場跡地について、産業廃棄物最終処分場以外への利活用を検討し、採
石場跡地所有者へ提案してまいります。

　

牟
礼
正
稔
市
長
は
２２

日
、
第
１
回
定
例
会
で
２

０
２
２
年
度
の
施
政
方
針

を
発
表
し
た
。
人
口
減
と

少
子
高
齢
化
、
自
然
災
害

や
長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
な
ど
大
き
な
課
題

が
あ
る
中
、「
前
例
に
と

ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
発
想

と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
、
山
積
す
る
多
く
の
課

題
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
」
と
現
任
期
の
最
終

年
度
に
懸
け
る
意
気
込
み

を
述
べ
た
。

　

牟
礼
氏
は
昨
年
策
定
さ

れ
た
「
２
０
３
０
赤
穂
市

総
合
計
画
」
に
掲
げ
た
▽

安
心
▽
快
適
▽
元
気
▽
人

の
４
本
柱
に
沿
っ
て
主
要

施
策
の
概
要
を
説
明
し

た
。

　

学
校
給
食
費
に
つ
い
て

は
、
第
３
子
以
降
の
無
償

化
を
継
続
す
る
の
に
加

え
、「
食
材
費
の
高
騰
に
よ

る
給
食
費
単
価
の
改
定
分

を
補
填
す
る
」
と
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で

は
、「
希
望
さ
れ
る
方
々
が

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
早
期
に
受
け
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
む
」
と
し
た
。

　

経
営
検
討
委
員
会
の
提

言
を
受
け
て
公
立
病
院
と

し
て
存
続
す
る
方
針
を
決

め
た
病
院
事
業
に
つ
い
て

は
、「
地
域
医
療
機
関
と

の
連
携
強
化
等
に
よ
る
収

入
の
確
保
や
経
費
の
削
減

に
よ
る
費
用
の
抑
制
な
ど

に
努
め
、
提
言
の
あ
っ
た

経
営
改
善
策
に
つ
い
て
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
積
極

的
に
取
り
組
む
」
な
ど
と

表
明
。「
一
般
会
計
か
ら

も
で
き
る
限
り
の
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
」
と
し

た
。

　

国
道
２
５
０
号
高
取
峠

に
つ
い
て
は
、「
市
民
の

悲
願
で
も
あ
る
ト
ン
ネ
ル

化
の
要
望
と
局
所
的
な
交

通
事
故
防
止
対
策
に
つ
い

て
も
要
望
し
て
い
く
」
と

述
べ
た
。

　

西
有
年
と
福
浦
で
そ
れ

ぞ
れ
民
間
事
業
者
が
建
設

を
計
画
す
る
産
業
廃
棄
物

最
終
処
分
場
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
と
同
様
に

「
反
対
の
立
場
で
そ
の
動

向
の
把
握
に
努
め
、
議
会

を
は
じ
め
関
係
自
治
体
、

産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場

建
設
反
対
赤
穂
市
民
の
会

等
と
連
携
し
、
適
切
に
対

応
」
と
し
た
。
福
浦
の
計

画
に
つ
い
て
は
新
た
に
産

廃
処
分
場
以
外
へ
の
利
活

用
を
検
討
し
、
土
地
所
有

者
へ
提
案
す
る
考
え
を
示

し
た
。

　

議
場
で
傍
聴
し
た
男
性

は
「
傍
聴
者
に
は
資
料
が

配
ら
れ
な
い
の
で
発
言
内

容
を
把
握
す
る
の
が
難
し

か
っ
た
」
と
感
想
を
話
し

た
上
で
、「
行
政
と
議
会

が
緊
張
感
を
持
っ
て
赤
穂

市
の
発
展
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
」
と
希
望
し
た
。

　

施
政
方
針
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
。（
写
真
は
現
任
期

の
最
終
年
度
と
な
る
施
政

方
針
を
述
べ
る
牟
礼
正
稔

市
長
）

ま
ち
の
活
性
化
な
ど

オ
ン
ラ
イ
ン

座
談
会
開
催

　

２０
〜
４０
歳
の
会
員
で
活

動
す
る
赤
穂
青
年
会
議
所

（
Ｊ
Ｃ
、
林
雄
一
朗
理
事

長
）
は
、
地
元
の
活
性
化

な
ど
に
つ
い
て
同
世
代
で

語
り
合
う
オ
ン
ラ
イ
ン
座

談
会
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
下
で
ま
ち
の
活

力
が
低
減
す
る
中
、「
２０

代
、
３０
代
の
つ
な
が
り
を

つ
く
り
、
赤
穂
を
内
か
ら

活
気
づ
け
よ
う
」
と
企

画
。「
Ｗ
ｈ
ａ
ｔ
，
ｓ　

Ｊ
Ｃ
？　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
座
談

会
」
と
題
し
、
子
育
て
や

教
育
な
ど
住
み
良
い
ま
ち

の
あ
り
方
、
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
な
ど
幅
広
い
テ
ー
マ

で
話
し
合
う
ほ
か
、
Ｊ
Ｃ

の
活
動
内
容
も
紹
介
す

る
。

　

３
月
２
日
か
ら
３０
日
ま

で
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時

半
か
ら
３０
分
〜
１
時
間
程

度
。
１
回
の
み
の
参
加
も

可
。
赤
穂
市
内
に
在
住
ま

た
は
勤
務
の
２０
代
と
３０
代

を
対
象
に
募
集
す
る
。
各

回
前
日
午
後
４
時
ま
で
に

メ
ー
ル
（ako-jc@

b
z０  plala.or.jp

）

で
申
し
込
め
ば
よ
い
。
問

い
合
わ
せ
は
☎
０
９
０
・

６
８
２
２
・
４
０
３
８

（
井
関
さ
ん
）。

　

▼
…
「
自
慢
の
場
所

に
」
砂
防
ダ
ム
周
辺
に
桜

植
樹
＝
木
津
の
大
鹿
谷
川

（
お
が
や
が
わ
）
で
兵
庫

県
が
建
設
を
進
め
て
い
た

砂
防
ダ
ム
が
竣
工
し
、
千

種
自
治
会
（
遠
地
正
会

長
、
１
６
４
世
帯
）
が
２０

日
、
ダ
ム
周
辺
に
桜
の
木

計
１０
本
を
植
樹
し
た
。

　

同
川
は
２
０
１
４
年
に

大
規
模
な
山
火
事
が
あ
っ

た
山
の
急
斜
面
を
流
れ
る

渓
流
で
、
市
と
自
治
会
が

近
く
の
山
田
川
と
と
も
に

防
災
対
策
工
事
を
県
に
要

望
。
県
は
２
０
１
９
年
度

か
ら
両
河
川
で
砂
防
ダ
ム

の
建
設
に
着
手
し
た
。
山

田
川
の
工
事
は
昨
年
３
月

に
終
了
し
、
大
鹿
谷
川
で

も
昨
年
１１
月
に
完
成
し

た
。

　

地
域
住
民
の
話
で
は
、

一
帯
に
は
元
々
桜
が
自
生

し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の

日
は
県
か
ら
提
供
さ
れ
た

カ
ワ
ヅ
ザ
ク
ラ
と
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
の
若
木
各
５
本
を
ダ

ム
へ
続
く
道
沿
い
数
か
所

に
植
樹
。
自
治
会
で
地
域

の
環
境
保
全
活
動
を
担
う

美
化
部
か
ら
９
人
が
参
加

し
、
シ
カ
か
ら
新
芽
を
守

る
カ
バ
ー
で
幹
を
囲
っ
た

り
、
根
元
に
乾
燥
防
止
の

わ
ら
を
敷
い
た
り
し
た
。

　

植
樹
し
た
場
所
は
い
ず

れ
も
集
落
や
田
園
風
景
が

一
望
で
き
、
最
近
は
散
歩

す
る
人
も
増
え
て
い
る
と

い
う
。
同
自
治
会
で
は
今

後
も
山
田
川
周
辺
と
合
わ

せ
て
植
樹
本
数
を
増
や
し

て
い
く
予
定
で
、
美
化
部

長
の
竹
内
正
郎
さ
ん（
７５
）

は
「
新
し
い
地
元
の
自
慢

の
ス
ポ
ッ
ト
に
し
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。（
写
真

は
完
成
し
た
砂
防
ダ
ム
＝

写
真
左
奥
＝
の
周
辺
で
桜

の
植
樹
活
動
を
行
っ
た
千

種
自
治
会
美
化
部
の
み
な

さ
ん
）

○
訂
正
と
お
わ
び

　

２
月
１９
日
付
け
１
面
の

赤
穂
市
当
初
予
算
案
の
記

事
で
、
一
般
会
計
の
予
算

規
模
が
「
２
２
０
億
３
０

０
万
円
」
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
正
し
く
は

「
２
２
０
億
３
０
０
０
万

円
」
で
し
た
。
確
認
が
不

足
し
て
い
ま
し
た
。
訂
正

の
上
、
お
わ
び
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

赤
穂
民
報
社

１.

◆千種川水系のトップリーダーを務めます
○人口減少、災害や公共交通など広域的な取組が必要な行政課題への対応については、
東備西播定住自立圏形成推進協議会や播磨圏域連携中枢都市圏をはじめ、兵庫県市長
会、西播磨市町長会、兵庫・岡山両県境隣接市町村地域振興協議会等を通じて、近隣自
治体と連携し、取り組んでまいります。
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▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
・
２
８
６
８
４

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

手
入
れ
や
不
要
品
の
処

分
、
家
具
の
移
動
等
、
自

分
で
は
無
理
と
思
っ
た
ら

何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。尾
崎
☎
２5
・
1
３
８
１

　

▼
お
家
の
片
付
け
か
ら

清
掃
ま
で
お
任
せ
く
だ
さ

い
＝
遺
品
整
理
、不
用
品

回
収
・
買
取
、除
菌
、清
掃
。

『
赤
穂
ネ
ク
ス
ト
ク
リ
ー

ン
』で
検
索
。お
客
様
の
笑

顔
は
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
創

る
。「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ　

Ｃ
Ｌ
Ｅ

Ａ
Ｎ
」磯
浜
町
☎
０
８
０
・

２
４
４
２
・
０
１
０
１

　

▼
あ
な
た
の
不
調
は
骨

格
の
歪
み
が
原
因
か
も
？

＝
肩
こ
り
や
悪
い
姿
勢
に

は
必
ず
原
因
が
あ
り
ま

す
。赤
穂
の
方
に
も
健
康

を
お
伝
え
す
る
た
め
に
定

期
施
術
会
を
し
て
い
き
ま

す
〇
日
時
／
３
月
３
日

（
木
）・
1７
日（
木
）1０
時
～

1６
時
〇
場
所
／
赤
穂
市
民

会
館
３
階
和
室
。ご
希
望

の
方
は
予
約
制
の
為
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。「
カ
イ
ロ
プ

ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
＆
美
容
カ

イ
ロ　

ゆ
い
ま
ぁ
る
」太

子
町
太
田
１
５
１
３
の
１

☎
０
７
９
・
２
８
７
・
８
５

９
０
、ご
予
約
は
☎
０
９

０
・
３
２
８
５
・
４
４
８
０

（
予
約
担
当
／
飯
岡
）

　

▼
不
用
品
の
処
分
は
お

ま
か
せ
く
だ
さ
い
＝
新
生

活
に
向
け
て
片
付
け
を
始

め
ま
せ
ん
か
？　

不
要
に

な
っ
た
家
具
・
学
習
机
・
ベ

ッ
ド
・
ピ
ア
ノ
な
ど
。上
階

か
ら
の
搬
出
も
Ｏ
Ｋ
。遺

品
整
理
承
り
ま
す
。見
積

無
料
。お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。「
㈱
横
山
サ
ポ

ー
ト
テ
ッ
ク
」中
広
１
３

７
０
の
1
☎
４３
・
５
３
２

８
　

▼
ド
リ
ー
ム
カ
ン
ト
リ

ー
だ
よ
り
＝
資
材
が
続
々

入
荷
中
。ブ
リ
キ
や
小
鉢
、

オ
シ
ャ
レ
な
フ
ラ
ワ
ー
ス

タ
ン
ド
や
環
境
に
配
慮
し

た
エ
コ
ポ
ッ
ト
な
ど
、ど

れ
も
素
敵
で
か
わ
い
い
。

お
気
に
入
り
が
、そ
ば
に

あ
る
と
嬉
し
く
な
り
ま
す

ね
。ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス
ラ

ッ
ク
ス
や
ア
ネ
モ
ネ
ア
ン

ア
リ
ス
な
ど
話
題
の
お
花

も
い
ろ
い
ろ
入
荷
し
て
い

ま
す
。入
荷
情
報
は
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
、フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
に
て
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。チ
ェ
ッ
ク
し
て

く
だ
さ
ね
。２４
苗
入
り
特

価
花
苗
セ
ッ
ト
を
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。
６
種
の
花

苗
の
詰
め
合
わ
せ
ケ
ー
ス

販
売
。ジ
ュ
リ
ア
ン
や
ア

リ
ッ
サ
ム
、パ
ン
ジ
ー
等

入
っ
て
１
５
８
０
円
。冬

に
傷
ん
だ
と
こ
ろ
を
植
え

替
え
て
、春
の
準
備
を
し

ま
し
ょ
う
。エ
ン
ド
ウ
苗

各
種
や
キ
ャ
ベ
ツ
、ブ
ロ

ッ
コ
リ
ー
、レ
タ
ス
な
ど

の
苗
が
揃
っ
て
い
ま
す

よ
。土
壌
改
良
に
石
灰
、牛

ふ
ん
堆
肥
な
ど
、ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。「
㈲
米
口

グ
リ
ー
ン
ナ
ー
セ
リ
ー
」

木
津
☎
４６
・
８
０
０
１（
1６

時
４5
分
ま
で
）

　

▼「
ラ・セ
ー
ヌ
洋
菓
子

店
」か
ら
の
お
知
ら
せ
＝

２
月
２６
日（
土
）・
２８
日

（
月
）『
リ
ン
ゴ
と
さ
つ
ま

い
も
の
タ
ル
ト
』『
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
タ
ル
ト
』『
き
ん
か

ん
タ
ル
ト
』各
15
㌢
ホ
ー

ル
１
台
１
０
８
０
円
に
て

販
売
し
て
お
り
ま
す
。ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
◎

ま
た
、自
転
車
預
り
の
予

約
も
承
っ
て
お
り
ま
す
。

（
営
）
９
時
半
～
1８
時
。駅

前（
商
議
所
北
）☎
４２
・
２

２
９
６

　

▼
大
人
も
学
べ
る
書
写

教
室
＝
基
礎
基
本
か
ら
学

び
、文
字
や
文
章
を
き
れ

い
に
書
く
コ
ツ
が
無
理
な

く
身
に
つ
き
ま
す
。美
し

　

▼
…
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室

更
新
に
約
１
５
０
人
行
列

＝
赤
穂
市
民
総
合
体
育
館

で
２３
日
、
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
の
継
続
申
し
込
み

受
付
が
始
ま
り
、
希
望
の

ク
ラ
ス
を
確
保
し
よ
う

と
、
朝
早
く
か
ら
利
用
者

が
列
を
作
っ
た
。

　

受
付
が
始
ま
る
午
前
９

時
の
２０
分
ほ
ど
前
の
時
点

で
お
よ
そ
１
５
０
人
く
ら

い
が
行
列
。
ほ
と
ん
ど
が

子
ど
も
が
通
う
ク
ラ
ス
の

利
用
継
続
を
申
し
込
み
に

来
た
保
護
者
と
み
ら
れ

た
。「
今
年
は
列
の
位
置

が
変
わ
っ
た
け
れ
ど
、
昨

年
も
同
じ
く
ら
い
の
人
数

が
並
ん
で
い
た
」。

　

受
付
方
法
に
つ
い
て
希

望
を
聞
く
と
、「
オ
ン
ラ

イ
ン
で
抽
選
す
る
方
法
が

よ
い
の
で
は
」
と
の
要
望

の
一
方
、「
頑
張
っ
て
並

べ
ば
希
望
の
ク
ラ
ス
に
申

し
込
め
る
今
の
方
法
が
い

い
」
と
い
う
声
も
。

　

４
月
か
ら
新
た
に
指
定

管
理
者
と
な
る
神
姫
ト
ラ

ス
ト
ホ
ー
プ
は
、
会
費
の

自
動
引
き
落
と
し
制
度
を

導
入
。「
こ
れ
で
更
新
手

続
き
方
法
を
見
直
す
こ
と

も
可
能
に
な
っ
た
の
で
、

利
用
者
の
声
を
聞
い
た
上

で
判
断
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

　

今
回
の
更
新
手
続
き
で

は
、「
例
年
人
気
の
高
い

曜
日
の
ク
ラ
ス
定
員
を
増

や
し
た
」
こ
と
も
あ
り
、

申
し
込
み
受
付
初
日
で
定

員
に
達
し
た
ク
ラ
ス
は
な

か
っ
た
と
い
う
。

　

継
続
申
し
込
み
を
め
ぐ

っ
て
は
、「
す
ご
い
人
数

が
並
ぶ
」「
並
ば
な
く
て

も
い
い
よ
う
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
申
し
込
み
を
受
け
付

け
る
と
か
、
抽
選
に
す
る

と
か
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
利
用
者
の
声
が
あ
る
一

方
、
体
育
館
は
「
昨
年
は

並
ん
だ
人
数
は
２０
人
程
度

だ
っ
た
」
と
し
て
い
た
。

（
写
真
は
多
く
の
人
が
並

ん
だ
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
の
更
新
手
続
き
）

い
文
字
を
書
け
る
事
は
一

生
の
宝
物
。感
染
対
策
中
。

◎
３
月
無
料
体
験
実
施
。

尾
崎
小
近
く
☎
０
９
０
・

５
９
６
２
・
６
６
５
７

　

▼
初
め
て
の
習
い
事
に

リ
ト
ミ
ッ
ク
は
い
か
が
＝

リ
ズ
ム
運
動
や
歌
は
も
ち

ろ
ん
季
節
の
行
事
、制
作
、

ワ
ー
ク
も
楽
し
み
ま
す
。

お
友
達
と
の
レ
ッ
ス
ン
の

中
で
社
会
性
も
育
み
ま

す
。ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

に
て（
毎
木
）1０
時
～
1７

時
。楽
し
く
丁
寧
に
レ
ッ

ス
ン
中
◎
２
・
３
・
４
歳
に

な
る
お
子
様
の
無
料
体
験

受
付
中
。初
回
４
月
７
日
。

要
予
約
。☎
０
９
０
・
５
０

６
３
・
１
４
０
０（
梨
本
）

　

▼「
呑
海
楼
」ス
タ
ッ
フ

募
集
＝
①
フ
ロ
ン
ト
／
時

間
要
相
談
。
９
３
０
円
～

②
仲
居
／
６
時
半
～
11

時
。1４
時
半
～
２２
時
。
１

０
０
０
円
～
③
客
室
清
掃

／
９
時
～
15
時
。
９
３

０
円
～
④
布
団
敷
き
／
1６

時
半
～
２1
時
。
９
３
０
円

～
⑤
食
洗
／
７
時
～
1０

時
半
。1８
時
～
２２
時
。
９

３
０
円
～
◎
未
経
験
者
Ｏ

Ｋ
。日
数
、時
間
と
も
に
要

相
談
。御
崎
１
３
１
☎
４２
・

６
６
０
１

　

▼
Ｓ
Ｓ
正
規
社
員
、
パ

ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

＝
４０
代
・
5０
代
～
歓
迎
致

し
ま
す
○
正
規
社
員
／
月

給
1８
万
円
～
。
年
齢
・
経

験
に
よ
る
（
昇
給
・
社
会

保
険
・
各
種
手
当
あ
り
）。

危
険
物
乙
四
（
あ
れ
ば
尚

　

▼
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ツ

・
エ
コ
パ
ー
ツ
＝
を
使
用

し
て
、
経
済
的
修
理
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な

キ
ズ
・
小
さ
な
凹
は
段
取

り
次
第
で
１
日
修
理
も
可

能
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。「
坂
元
鈑
金
塗
装
」

細
野
町
☎
４３
・
９
０
１
０

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
２
４
３
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
２
８
１
０
円

ノ
ー
ト
級
６
1
１
1
０
円

セ
レ
ナ
級
６
9
３
１
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４5
・
０
７
３
３

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
２
４
３
０
円

１
㌧
未
満
５
２
８
１
０
円

1．5
㌧
未
満
６
１
１
１
０
円

２
㌧
未
満
６
９
３
１
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
６４
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

・
オ
イ
ル
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修
・
耐
震
補
強
＝
申

請
手
続
き
、工
事
、ア
ド
バ

イ
ス
致
し
ま
す
。お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。《
迅

速
・
確
実
・
丁
寧
》に
、
あ

な
た
の
夢
を
か
た
ち
に
し

ま
す
。「
㈱
中
道
工
務
店
」

若
草
町
☎
４２
・
５
０
７
７

　

▼
ふ
す
ま
、障
子
の
張

り
替
え
承
り
ま
す
＝
お
気

軽
に
お
電
話
下
さ
い
。「
大

崎
表
具
店
」浜
市
、櫂
の
家

向
か
い
☎
４８
・
７
２
５
４

　

▼
肩
凝
り・
腰
痛
で
お

悩
み
の
方
＝
○
３０
分
２
５

０
０
円
○
４5
分
３
０
０
０

円
○
６０
分
３
５
０
０
円
○

８０
分
４
０
０
０
円
。診
療

時
間
1０
時
～
1８
時（
要
予

約
・
送
迎
可
）。休
診
日（
金

曜
日
）。は
り
・
指
圧
・
マ
ッ

サ
ー
ジ「
新
田
治
療
院
」鷆

和
☎
４３
・
７
６
４
８

　

▼
貴
金
属
を
高
価
買
取

り
致
し
ま
す
＝
金
、プ
ラ

チ
ナ
指
輪
、
ネ
ッ
ク
レ
ス

鑑
定
査
定
は
無
料
で
す
。

石
取
れ
、
切
れ
て
い
て
も

結
構
で
す
。
必
要
の
品
は

質
預
か
り
で
お
金
を
借
り

入
れ
も
で
き
ま
す
。「
安
則

商
店
」☎
４３
・
４
７
４
５

　

▼
「
く
ら
電
」
か
ら
の

お
知
ら
せ
＝
新
し
い
形
の

電
器
屋
で
す
。
電
気
の
お

困
り
事
か
ら
家
電
・
住
宅

設
備
の
修
理
、
お
庭
の
お

第２４５２号　　２０２２年（令和 ４年）２月２６日

市
民
ガ
イ
ド

　 　

社
で
赤
穂
市
内
の
飲
食
店

に
も
製
品
を
販
売
し
て
い

る
。
牛
尾
周
平
社
長（
４３
）

は
「
自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
展

開
し
て
い
く
足
が
か
り
に

し
た
い
」
と
意
気
込
み
、

「
自
然
の
中
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
も
ら
え
る
施
設

を
目
指
し
、
地
域
の
活
性

化
に
も
役
立
ち
た
い
」
と

抱
負
を
話
し
て
い
る
。

配
サ
ー
ビ
ス
」加
里
屋
２5

の
４
☎
４２
・
２
６
７
７

　

▼
心
配
ご
と
相
談
所

（
３
月
各
水
曜
１３
〜
１７
時
）

＝
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る

不
安
や
悩
み
事
の
相
談
○

一
般
相
談
２
日
・
９
日
・
２３

日
・
３０
日
○
弁
護
士
相
談

1６
日（
要
予
約
）○
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
相
談
２
日
・
２３

日（
要
予
約
）※
相
談
無
料

・
秘
密
厳
守
。「
赤
穂
市
社

会
福
祉
協
議
会
」中
広
☎

４２
・
１
３
９
７

　

▼
ア
ン
ケ
ー
ト
ご
協
力

の
お
願
い
＝
赤
穂
市
民
の

中
か
ら
約
１
４
０
０
人
の

方
々
に
『
社
会
意
識
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
』
を
郵

送
し
ま
し
た
。
対
象
者
に

は
２
月
1６
日
ま
で
に
届
い

て
い
ま
す
の
で
、
赤
穂
の

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
学
術
研
究
の
た
め

に
是
非
ご
回
答
下
さ
い
。

「
大
阪
大
学
大
学
院
人
間

科
学
研
究
科
」
☎
０６
・
６

８
７
９
・
８
０
３
９
（
赤

穂
市
市
政
特
別
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
三
浦
麻
子
）

　　

▽
２７
日
＝
三
木
内
科
☎

４２
・
１
７
７
１　

可
）
手
当
あ
り
。
７
～
19

時
内
の
シ
フ
ト
制
○
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
／
８
～

19
時
内
で
の
任
意
シ
フ

ト
。
時
給
９
３
０
円
～

（
昇
給
あ
り
）。「
前
田
石

油
㈱
」
○
赤
穂
東
Ｓ
Ｓ

（
イ
オ
ン
赤
穂
店
西
側
）

☎
４２
・
２
６
９
０
○
赤
穂

イ
ン
タ
ー
Ｓ
Ｓ（
山
陽
赤

穂
Ｉ
Ｃ
）☎
４２
・
１
１
６
６

　

▼「
対
鴎
舘
」＝
①
フ
ロ

ン
ト
／
８
時
～
1８
時
の

間
の
３
～
４
時
間
程
度
。

時
給
９
３
５
円
②
仲
居
15

時
～
２1
時
の
間
。時
給
１

０
０
０
円
。お
気
軽
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。御
崎

☎
４２
・
２
６
８
１

　

▼
赤
穂
海
浜
公
園
タ
テ

ホ
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
＝
新

規
遊
具
増
設
の
た
め
、遊

園
地
ス
タ
ッ
フ
ア
ル
バ
イ

ト
募
集
〇
内
容
／
お
客
様

と
の
接
客
、誘
導
、清
掃
、

遊
具
補
修
補
助
な
ど
〇
勤

務
／
週
1
～
４
日
で
応
相

談
。平
日
9
時
３０
分
～
15

時（
春
休
み
は
1６
時
）。土

日
祝
9
時
15
分
～
1７
時
15

分（
冬
季
は
1６
時
15
分
）。

時
給
９
３
０
円
。交
通
費

支
給（
当
社
規
定
）。未
経

験
の
方
・
シ
ニ
ア
の
方
・
学

生
の
方
大
歓
迎
。自
動
車
・

バ
イ
ク
通
勤
可《
応
募
方

法
》当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
s://fd

c-
０２1８.co.jp/

）の
問

合
せ
フ
ォ
ー
ム『
採
用
応

募
』か
ら
必
要
事
項
を
記

入
の
上
メ
ー
ル
送
信（
随

時
）、ま
た
は
お
電
話
で
。

「
㈱
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ド
リ

ー
マ
ー
ズ
カ
ー
ニ
バ
ル
」

☎
０
９
０
・
３
９
２
４
・
３

７
８
６（
1０
時
～
1８
時
）

　

▼「
銀
波
荘
」＝
〇
事
務

職
／
9
時
～
1３
時
、1３
時

～
1７
時
〇
部
屋
清
掃
／
9

時
半
～
1４
時
半
〇
館
内
補

助
／
２０
時
～
２４
時
。時
給

９
５
０
円
～
（
研
修
９
３

０
円
～
）※
勤
務
時
間
等

シ
フ
ト
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。御
崎
☎
４5
・

３
３
５
５

　

▼
販
売
ス
タ
ッ
フ
募
集

＝
お
花
の
好
き
な
方
、一

緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
。「
花

の
店
ド
リ
ー
ム
カ
ン
ト
リ

ー
」で
の
花
苗
の
販
売
、水

や
り
、手
入
れ
、接
客
等
の

お
仕
事
で
す
。時
給
９
３

０
円
。特
に
土
日
祝
日
に

勤
務
可
能
な
方（
月
半
分

以
上
）。勤
務
時
間
は
①
９

時
３０
分
～
1７
時
②
９
時
３０

分
～
1３
時
３０
分
③
1３
時
～

1７
時
の
シ
フ
ト
制
で
す

が
、主
に
①
か
③
で
勤
務

で
き
る
方
。詳
細
は
面
談

に
て
。「
㈲
米
口
グ
リ
ー
ン

ナ
ー
セ
リ
ー
」木
津
☎
４６
・

８
０
０
１
（
ド
リ
ー
ム
カ

ン
ト
リ
ー
）

　

▼「
ミ
ル
ク
デ
ィ
ー
ラ

ー
」ネ
ッ
ト
販
売
＝
事
務
。

Ｐ
Ｃ
入
力
。ピ
ッ
キ
ン
グ

作
業
。ネ
ッ
ト
の
梱
包
、発

送
業
務
。配
達
９
～
1２
時

半
頃
ま
で
。月
～
金
、週
２０

時
間
ま
で
。時
給
９
２
８

円
。「
オ
ハ
ヨ
ー
あ
さ
ひ
宅

の
委
託
を
受
け
て
運
営
す

る
加
里
屋
の
赤
穂
緞
通
技

術
研
修
工
房
「
つ
む
ぐ
」

で
開
講
す
る
。
受
講
無
料

（
工
房
共
益
費
と
し
て
月

３
０
０
０
円
）。
▽
赤
穂

緞
通
の
技
術
を
習
得
・
伝

承
す
る
意
思
が
あ
り
、
月

８０
時
間
以
上
作
業
で
き
る

▽
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
今
年
３
月
末
時
点
で
４5

歳
以
下
―
を
条
件
に
２
月

２８
日（
月
）ま
で
応
募
を
受

け
付
け
、
面
接
で
選
考
す

る
。
申
し
込
み
、
問
い
合

わ
せ
は
同
工
房
☎
４5
・
０

６
０
６
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
赤
穂
緞
通
を

伝
承
す
る
会　

花
工
房
」

（
井
関
京
子
理
事
長
）は
４

月
に
開
講
す
る
「
赤
穂
緞

通
織
り
方
技
法
講
習
会
」

（
３
年
間
）の
受
講
者
２
人

を
募
集
し
て
い
る
。

　

赤
穂
緞
通
は
江
戸
後
期

に
考
案
さ
れ
た
手
織
り
敷

物
、
鍋
島
、
堺
と
と
も
に

日
本
三
緞
通
の
一
つ
に
数

え
ら
れ
、
２
０
０
７
年
に

兵
庫
県
伝
統
的
工
芸
品
に

指
定
。
織
り
上
げ
る
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
工
程
を
習
得

す
る
必
要
が
あ
り
、
講
習

会
の
修
了
生
を
中
心
に
製

法
を
継
承
し
て
い
る

　

同
会
が
講
習
生
を
募
集

す
る
の
は
４
年
ぶ
り
。
市

　

御
崎
の
三
崎
山
で
、
か

つ
て
企
業
の
保
養
所
だ
っ

た
老
朽
化
施
設
を
再
生
す

る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
。
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
と

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と

し
て
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し

て
い
る
。

　

赤
穂
御
埼
灯
台
南
側
の

高
台
に
あ
る
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
２
階
建
て

（
延
床
面
積
約
５
０
０
平

方
㍍
）
を
福
崎
町
の
新
日

本
製
麺
が
購
入
。
昨
年
1２

月
下
旬
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
着
工
し
た
。
国
の
事

業
再
構
築
補
助
金
を
活
用

し
て
１
億
円
を
超
え
る
事

業
費
を
投
資
し
、
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
向
け
の
客
室
と

カ
フ
ェ
を
整
備
。
夕
日
が

見
え
る
敷
地
内
に
グ
ラ
ン

で
こ
だ
わ
る
プ
ロ
意
識
を

感
じ
ま
し
た
」
と
語
る
の

は
西
郷
さ
ん
の
付
き
添
い

係
を
務
め
た
市
商
工
課
の

高
見
直
樹
課
長
。「
最
も

印
象
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
に
こ
に
こ
し
た
ス
マ

イ
ル
で
す
」
と
話
し
、
冥

福
を
祈
っ
た
。（
写
真
は

義
士
行
列
で
勇
姿
を
見
せ

た
西
郷
輝
彦
さ
ん
）

　

▼
…
西
郷
輝
彦
さ
ん
が

内
蔵
助
役
で
こ
だ
わ
っ
た

「
黒
足
袋
」
＝
２
０
１
５

年
の
赤
穂
義
士
祭
で
大
石

内
蔵
助
役
と
し
て
義
士
行

列
に
出
演
し
た
俳
優
の
西

郷
輝
彦
さ
ん
が
２０
日
に
亡

く
な
っ
た
。７5
歳
だ
っ
た
。

　

報
道
に
よ
る
と
、
西
郷

さ
ん
は
２
０
１
１
年
に
前

立
腺
が
ん
と
診
断
さ
れ
て

手
術
。
義
士
行
列
に
出
演

し
た
と
き
は
元
気
な
姿
で

沿
道
の
声
援
に
応
え
、

「
赤
穂
の
み
な
さ
ん
の
前

を
内
蔵
助
姿
で
歩
け
る
。

こ
ん
な
幸
せ
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
」
と
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
答
え
た
。

　

西
郷
さ
ん
は
義
士
祭
当

日
の
朝
、
内
蔵
助
役
の
衣

装
に
用
意
さ
れ
て
い
た
白

足
袋
を
目
に
し
、「
討
ち

入
り
に
は
目
立
た
な
い
黒

足
袋
を
は
い
た
の
で
は
」

な
ど
と
提
案
。
急
き
ょ
用

意
さ
れ
た
黒
足
袋
に
途
中

で
は
き
替
え
た
と
い
う
。

　

「
お
そ
ら
く
、
気
付
い

た
方
は
い
な
い
で
し
ょ
う

が
、
行
列
の
前
半
は
白
足

袋
、
休
憩
を
は
さ
ん
だ
後

半
は
黒
足
袋
で
歩
か
れ
ま

し
た
。
衣
装
の
細
部
に
ま

ピ
ン
グ
用
の
ド
ー
ム
テ
ン

ト
８
棟
と
屋
外
サ
ウ
ナ
を

設
置
す
る
計
画
だ
。

　

当
初
は
今
春
の
開
業
を

予
定
し
た
が
、
設
備
の
納

期
な
ど
の
関
係
で
「
５
月

中
旬
か
ら
６
月
初
め
ご

ろ
」
の
オ
ー
プ
ン
と
な
る

見
込
み
。
正
社
員
と
パ
ー

ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
計
1０

人
程
度
を
新
規
雇
用
す
る

予
定
と
い
う
。

　

食
事
に
は
赤
穂
特
産
の

牡
蠣
を
焼
く
海
鮮
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
の
ほ
か
自
社
製
品

を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
も
提

供
す
る
予
定
。
同
社
は
１

９
７
４
年
創
業
の
製
麺
会

　 　

　 　

　 　

　 　　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

休
日
急
患
診
療
医

４
年
ぶ
り
講
習
生
募
集

赤
穂
緞
通
の
製
法
伝
授

技
術
研
修
工
房「
つ
む
ぐ
」

灯
台
近
く
の
旧
保
養
所

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
に

福
崎
の
製
麺
会
社
が
再
生
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